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インテリジェント交通システム（ I T S）の急速な発展に伴い、正確な交通予測は重要な課題として浮上しています。
過去T タイムフレームにおける交通時系列𝑋𝑡−+1:t が与えられたとき、交通予測の目的は、将来の T′ フレームにおける交通データを推
論することです。この予測は、パラメータ θを持つモデル F(⋅)を訓練することで定式化されます：

近年のネットワークアーキテクチャの進展にもかかわらず、その性能向上は次第に頭打ちとなりつつあります。これにより、複雑な
モデル設計から、データそのものの表現技術の有効性に注目が移りつつあります。このような背景のもと、本研究では、広く用いら
れながらもその効果が見過ごされがちな表現手法である**入力埋め込み（input embedding）**に注目します。これは、シンプルであ
りながら非常に強力な手法です。

我々の手法は、5つの交通予測ベンチマーク（METR-LA、
PEMS-BAY、PEMS04、PEMS07、PEMS08）で検証されていま
す。最初の2つのデータセットは、先行研究によって提案された
ものです。これら5つのデータセットでは、時間間隔は5分であ
り、 1時間あたり 1 2フレームのデータが存在します。
詳細は表2に示されています。

図1．SHMoEのモデル構造

表2．データセットの概要

SHMoEは、グラフモデリングを一切用いずに、5つのすべてのデ
ータセットにおいて、ほとんどの評価指標で優れた性能を達成し
ました。この有望な結果は、STHMoEが異なる空間ノードにおい
て類似した入力系列を持つ場合でも、それぞれ異なるパターンを
効果的に捉える能力を持つことを示しています。我々は、入力の
類似性と出力特徴の類似性を切り離す設計を採用したことで、本
手法は空間的不均質性に柔軟に対応できるようになりました。

結論

本研究では、交通時系列予測における基本的な表現学習手法、すなわち入力埋め込み（input embedding）に着目します。我々は、標準
的なTransformer上で動作可能な新しい空間的不均質性Mixture-of-Experts（SHMoE）を提案し、5つの交通予測ベンチマークにおいて
SOTA（最先端）性能を達成しました。さらに、本手法は本質的な時空間依存関係を効果的に捉えることができることが検証されました。
複雑なモデルを設計するのではなく、本研究は交通予測の課題に取り組む上で有望な方向性を示しています。

表1．SHMoEの性能

図2．METR-LAにおけるSTAEformerと本手法の予測結果
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